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(島原市大手浜の砂丘遺跡)
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発 刊 にあ た って

昨今における急速な開発は,地域の近代化をもたらすとともに,

他方, 史跡,名勝,天然記念物及ひ自然景観の破壊を促進し,更に

先人か残した貴重な生伍様式か埋もれていると思われる埋蔵文化財

を滴敏させるなと, これら文化財の保存対策はきわめて急務のこと

てあ ります。

本市におきましても文化財の現状を把握し,その保護顕彰をはか

るとともに,地域住民の文化財に対する理解と関心を深めるよう努

めているところてこさいます。

本調査は, 本市の八千供総合利用計画をすすめるにあたって, 大

手浜遺跡,防波堤遺構,遠見番所跡の輪郭を明らかにし,その規模

を知るとともに, 存在の意義を確認しようとするため,調査報告書と

してまとめたものてあります。島原大変により石垣 , 遺構 ,遺物等

か押 し流され , 原形回復には至ってお りませんか, その働きを考え

あわせた時 , 調査の意義は大きなものかあります。

この報告書か郷土の歴史を正しく理解 し, さらに文化財保護の-

助として役立つよう願 うものてあります。

最後になりましたか木調査を担当していたたいた島原市文化財保

護審議委員古田正隆,古田安弘両氏並びに関係者各位に深く敬意を

表 します。

昭 和 56 年 3 月

島原市教育長 平 井 鮫
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報 告 使 用 遺 物 区 分 表

遺物番号 品 H 別 出 土 地 (トレンチ別) 備 考
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報 告 使 用 遺 物 区 分 表

遺物番号 ‘『I H 別 出 土 地 (トレンチ別) 備 考
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以下遺物番号か重複するものあり, 図,写真図を参照して判断されたし。



報 告 使 用 遺 物 区 分 表

遺物番号 品 目 別 出 土 地 (トレンチ別) 備 考
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土器片 380, 石器 9, 土錘 4, 鉄片 3, 須恵器 2, 瓦器片 2

出 土 品 (, として弥生 とt 師器 )58, 土錘 1, 石器 1, 磁器 47, 陶器 57, 瓦 12, 須恵器 1,

鉄片 1, 鉄岸 1, カラス 1,( いすれも破片 )

金戸山より鉄岸若干,木蟻若干,合子破片 1





は じ め に

大手浜遺瑚、は,長浜遺跡あるいは金戸山 (金蔵山)遺跡等と従来[呼はれてきた。

地形的には同一地てあるか ,-日島状からすれは区々の名称も,土地の人々の区々な呼称と共に

鎖けるものがある。 (第 2図 -2)

大手浜周辺一帯は,昭和12年 4月22日島原海岸風致地区に指定され,以前は猛島海水浴場もこ

れに含まれ , 老松と青い海 ,EI い rlに加えて , 導水の湧く生活地として,併せて島原市民の羨望

されるに充分な,代表的風致海岸てあった。

今は, 市民によって保護されるはずの , 自然の文化も色観せてき,不要物の堆積場てあり,fFi

民生活の , 生活残糟の漂着場の感かある。

水の都と称されてきた島原市民も, 無尽てない水の価値を徐々に認識 し, ここに下水道処理場

の建設か計画 され ,( 広報「しまは ら」 317号 ,S.55 一 12) 後 て述へ るよ うな , この地特有の , 不

可解な難問の処理に市当局か着手しはしめた。

その事前調査として ,下記の如き調査団を1作昭和55年 10月に編成 , 遺構測量 , 発掘調否を10月

11ljより,12 月15日まてと, 明けて昭和56年 2月17R より同25日まての問に実施 した。

島原市下水道処理場建設に伴う大手浜遺跡調査団編成表

調査団顧問 平 井 鮫 (島原市教育長)

′′ {白 水 孝 一 (島原市事業推進室長)

調査団団長 rh lll春 男 (社会教育課長)

団員 櫨 本 光 祥 (教育委員会)

計画進行担当

副 島 義 一 (教育委員会)

・庶務管理担当

古 賀 雅 敏 (事業推進室)

入 江二輝 臣 ( 〃 )

橋 本 信 彦 ( 〃 )

ノJ・ 畑 弘 巳 (熊木大学学生・考で学専攻)

・発掘担当

古 田 正 隆 (H木考古学協会会員)

・金戸山の歴史的位置づけ担当

吉 田 安 弘 (島原市文化財審議会委員)

以 上



調査期間中特に労務を担当された

中尾 ヨ ンエ , 馬 場 マ ッ コ , 責 問 タ カ コ , 吉 岡 ヨネ コ , 村 田 ハ ル エ , 馬 場 カ スェ

の各氏には, 寒風の浜辺て連ト[の労をわすらわし, ここに改めて感謝の意を表したい。

教育委員長 山木蔦五郎,猛鳥神社宮司 寺山 猛の各位には多くの支援を賜わり,籍に長崎県

水産試験場島原分場の各位には, 連 LIむこ且る物品の保管をはしめ, 厚情を賜わった。また島原振

興局関係各位にも合わせて , ここに銘記 し,感謝と敬意を表したい。

形杯 Li5641一3 月

古 田 正 隆

- 2 -







1. 大 手 浜 遺 跡 の 概 要

大手供海岸の風致に富んた旧状は, 「はしめに」て述へたか , 戦後間もない頃 ,爆発的に流行

したのか釣 フームてあった。

当時島原市江戸町(1918番地)に住む隼秩取消氏もその一人て,特に海の磯釣りを楽しんた同氏は

昭和25年11月14R の夜,大手仮岩崎鼻 (現在の防夜堤南端より束約30米価rの地点「第2図 1の 300

番1也附近」)て夜釣 り時 ,大波に洗われた背後の砂中に,何やら容器らしいものか首を出している

ことを認め, これを掘 り出してみたら,ゴー製の遼てあった。 (図版第 5図A4)

壷は "臭首を上に,砂中に据え置いたように埋めおかれていたものか ,大潮 (当時は大潮「大

潮は旧暦 I H,15u の前後 3~4 日」)のため砂か洗い持ち去られて出土したものらしい。 (報者

も当時現地に案内され実見。)

以来大手浜は ,弥生文化終末から, 古墳文化初頭頃の遺跡という報か伝えられたした。その後

f昭不=31年の台風に際し, 津浪状の波て良のため,大手瓜- 端の{毎岸は洗われ , 汀の土砂は流失 , 大
言ー1

きく海の進人かあった際 , 特に宮の丁356番地の ,飯島印太郎氏所有地を中心に, 附近より多くの
　　　 　　　

遺物を出土 ,遺跡地としての確認かなされるにいたった。 (現在の防波堤の大部分は, この災害

復旧工事として築堤された。)
　　　

したかって遺跡は点てなく, 橘テテー氏の澱もあり, 現も五島神社海岸から, 土師器の附着 したヒ

ーチロノクも出土発見されたか, これは必すしも気温との関係を論ずることには ,疑問のあると
。ー5

ころとしても, 南有馬町海中にはサンゴの一種か群棲 し,以上の地区的, 地理的状/兄からみた場

合 ,圃場警備のための干潟の, フルトーサーによる整地や, 現三好屋新田地区の , 朱調査のまま

の宅地開発についても, 文化財保護法からみて ,行政指導上疑問の残るところてある。

　 　 　
　
　　　　　　　　　 　　　　

でき溺愛化さ雫きききざ
6

ぎ8/
′/＼そげ2 の2 /

-

　　　　　　　　
426 m m"

d
uo

イ
/ チ /〉

第 2図 -1 大手浜の地権図 (1 は現在の堤防 )-- 現在の水際線
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第 2 図 -2

A. 遺跡地 の地形変化 (第 2図 -1,2, 図版第 4図 -3)

先に, 約50年以前頃のこの地の地形をみると, 第 2 回 -1 の地権図の如 く, 現在の約 3倍の

広さをもつ , 鳥状地形てあったことか知れ , 今その 3分の 2は, 海水面下に没するものの, 大潮
一 6 。17

時の「潮時は二「潟化 し,現有てもそこには地権 (所有権 ) か存在しているありさまてある。
。ー7

以 1-述へたような現象は何か原因したのてあろぅか, かつて報者か, 島原市の防災資料として

島原市海岸▲地者;の地殻の不安定さを, 指摘 したことかあ )た。年間約 lmmの沈降か続き, その上

局部地の地殻活動か加わり,近 くては近世三好屋新田の埋めたてか行なわれ ,天保 8年より数年

間それらに基因した潮流と, 波浪の流動変化かおこり, 時には陸化 し,i特には{毎化し遺物か示す

年代の, 人々の生活地は- 休とこに比定てきるのかさえ定かてない。 (土師初頭文化は IFI岩崎鼻

地域)

とはいえ干潟には, 竜宮島 , 「イン瀬」等の名もあり,現防波堤南端東側 毎「hには, 猛島神社
　　　

のiu所在か伝えられ,現猛島神社海岸から,三好屋新田を含めた大手浜海岸は,( 旧陸地の干潟

地を含め) 遺物各年代の人々の生 /掃こ, 人きな役割を果たしてきたことは疑えない事実てあるか,

地形の変化の甚たしさか, もろもろの複雑性の基をなしていることも, また事実てある。
r,Lq 詳1O

遺物からみた場合,十の原水源地遺跡から, 白土潮水北側は,( 山崎屋酒造店西裏の,現市道

上) 弥生中, 後期遺跡てあり, 恐らく当時の海岸線てあったことか考えられ , 仲積地の発達は,
言ー11 言上1

上の原上部 , 木光寺附近に古墳の成立をみるに至ったことは, よくこの間の尋も浩を裏付け,以上

のことを考えれは,大手浜遺蹟は,大部分海中に消えた府島状地形上に形成されたかも知れない

- 6 -



という,( 大手浜より仲田総附近につらなる地) 示唆か得られよう。

供積層の状況からすれは,三会海岸より仲田海岸にかけてみられ,市街地は寺町の卜部 (古仏

寺附近 ) にも一部に+広かっている。してみると, 広く拡かる低供積層上に , その後幾度かの火山

爆発の降下物か被さり,結果的には, この地のー臼地形は想像と判断の城を出ないのか現実て ,近

世のものは第 2図の 2による以外 , 知る方法はないといえよう。

B. 遺物よりみた遺跡の文化年代 (図版第 5図~16図)

図「「[73,184,197,268,278,304,372,419,523,528,559,554,555,563 は , 縄文 十器

片 とみ られ るものて , 遺物全体 か らすれは ,2 パーセ ント足 らすの教 てあるか , 更に422,423 も

同様と思われる。
。L11 。11と

523は骨畑式らしくみうけられ ,184,563 は阿高式て,268 は滋賀里式系の , 瀬戸内黒土BIの系

統の , 縄文晩期土器らしく, 島原市磯石原ても出土例かある。この資料は,419,528,554,555

の , 黒川≠L土器と平行関係の道物とみられよう。

523は , 骨丈=1式土器 とみ られ るか , 器面の ロー リンクか iまLた しく, 確久に とはいえない。 184,

563は ,中期"可高式‐1器て,近 くは三会下町海 LP--潟て多くの資料かみられ ,73 の鉾ヶ崎式 1▲器は

これらの文化に次くものてあろう。

以上の遺物からみて問題は,523土器てあるか,この土器の文化比定の確実性か高いものとすれ

は, 縄文文化の前期から中期 ,後期 , 晩期 , 弥生文化後期 , 古墳文化前期 ,平安時代後半 , その

後とひとひに鎌倉 , 室町 , 戦国 ,d一戸未 , 明治 ,大正 , 昭和の各1切に及ひ, その間断続てはある

か , この地居住-者の生活の , 永い基盤 てあったことに ちかいない。

遺跡地の文化の断続性の特質は ,述へたように , 海岸接地線の ,形成 /肖赦という自然現象に,

支配されたということも見のかせない事次てあろう。

註 解

1 現在は片町新田と町名か変更されている。事情は当時のことて , 現行は海化 , 防波堤の外 となり,

市の所も地となっている。

2 図版中 A 番は昭和31,32 年採集のものてあるか , 破片か大きく, ロー リンク痕をみないため , 追跡

地てあったことか確認てきた。

3 長崎県教育委員会「長崎県増跡地名表」長崎県文化財調査澱誓書第エ集 ,S 37-8, 文部省「長

崎県追跡地図」 S.41, 報者も参加

4 橘キテー 「五島の beachrook について (その-) 」長崎大学教養部記要 , 自然科学 4巻別冊 ,S.40

- 3

5 古田「金比羅進助、」南有馬町教育委員会刊,S.56 3

6 古 FR r,島原市の海中干潟 (岡緑 )ー百人委員会埋蔵文化財報告 2集 ,S.49-1, 古岡はいすれも現

地形 と鯖似 して記載されているか , 遺物の r日上荻妃からみれば承認てきないものて ,一I記 , 占文書の
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研究には充分バ意の必要かあろう。

7 古田「古代遺物からみた島原市の防災資料」 S 46 7, この一部は前出 6にも転載 してある。

8 古田「高島神社考 - ,島原「掃こ所有する - 」島原新聞社 , 野鳥文化 16,S.36-1

9 前出 3

10 前山 3

11 坪ナキパー足「愛賀県大津滋賀甲遺跡」考占学年報 1,S.26

12 鎌不義 -1」ー, 本村中↑大 「中国」 -Tイ 考古学識門人3所収 ,S 3エー 2

13 n木考rITL/協会西九州名別調査委員会「島原半島の考古学的調合第ニ次楓報 (昭和36年度)」九州考

きこ/14,1962 通物は文化財指定

14 首肯出 6

　　　　　　　 　　　　
　

　　 　 　　

　　　　 　　　 　
　

　 　 　 　

　　　
　
　 　　 　 　 　 　

′.′ ＼~+ ′ 「 ＼/, ミミ
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第 3凶 j甲立 予 定 図
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2. 遺 構

A. 防 波 堤 (図版第 1図)

防彼堤遺構は第 1図 4地点に,幅約 7~8 米,全長約50米余の,砂丘端より (実際は金戸山近

くからの構造てあるか ,露出石は ,二次的用途のため除去された残存物てある) 東の海中に突出

した形てあり, 石材は安山岩てあるか, 六は 3 t近 くのものもあり, 基礎は列石状に横に並へ,

内外共に人頭大以ーrの多量の捨石て保護されている。 (多分基礎下は , 供積層粘土状の, 海水塩

分によって, 凝固化された-Hこ乗っているものと考えられる。) 「図版写真図第20図~ 第23図」

このよう( 大かかりな石積技怯は , 築城石垣にみられるか, ここては基礎石以外は ,方形に形

成されたものはなく, 大部分は自然石か, 若こr打割 り法を加えられたものて, この石積の二次不一

用といえは,近 くに築城された島原城の石垣以外になく,現地て整形されたと認めるに足る,割

石片は全 く残されていない。
"f15

若しこの事実か当を得たものとすれは, 島原城の築城以前の遺構とみなけれはならない。

「こきいてて, なおまたしはし島原に, もろこし船の誰れを待っらん」 これは鎌倉時テになっ
弄11も

た, 新選六帖の中に, 藤原光俊の歌として残されている。
一18言117

ーにいう有馬島とは島原半島のことらしく,合樫地峡の海峡時代に発生した島名てあろうここ

にいう 「しまはる」とは島原 (しまはる) の満て, 島原の人口 ,即ち海路 ],( うしくち)港のこ

とてあり, 現在の島原内港は, 小凄 と称 された寛政地変後になったものて,( 第 2 図 - 2) 外

倦は昭和38年以後のものてある。これら地変による地形変化からみて ,rロ偽 (みなと) の所在 ,

即ち島原の浦と呼はれたところは,とっくに伝承は消えたか, 本遺構は自問波止場とー呼はれ , 第 2

図の,2 の -トにみ られる新大波止は ,( 第 1図の 3) フロイスの日本史 (吉田報参照) に記

された築権防夜堤て, いずれにしても,lu 港の島原の廟かこの近 くに所在 したことは判断てきる

ものの, 流士 , その他 , 上述 した地形の変化は, この波止場を無用のものとし,石材の大部分は

持ち去られたか, 鎌倉時代かそれ以前の , 島原の曲を裏付ける施設遺構てあることは,別項遺

物て述べる如く, 充分に傍証によって検証てきよう。

第 1図 8地は,干石見 (すくい) 施設て ,現在も利用価値は充分に残されている。 「すくい」
　　　

は , 多分 に祖源 をた とれは , ジャワ島のシャワ語のチャンテ ィ o スクウにある らしく, 当地力の

石垣等 , 支石蒙 , 古代山城の石積を含めて, イントネシヤ文化の混入するものか多く, これ等の

研究と併せて尚将来考究の必要かあろう。

B. 金戸山 (金蔵山 ) 周辺の石垣 (図版第 2,3 図)

図版第 2 ,3 図に示す石垣の残存物は, 旧地形か出てこない以上 , かつまた古記に探 し出せな

い限 り, 不明という以外になく,(5 項吉田撰文とは別の時代差を含めた事項について)第 1図や

第 2図によっては判断の城を出ないか, 第 1図の 6は ,「ナル」"」と呼はれ , 以前橋かあったとの

所伝があり,現実にその橋の星礎石らしいものか残 り, これ を直ちに第 2 回 - 2 にみる ,寛政
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地変後のものとするには ,前項彼止場遺構との関係 ,石組の類似形 といった点からみて, 直ちに
計20

同意することは出来かねる。(ナル川とは, 古くは今の大手ノー1の名称である。)

C. 金 戸 山 (金蔵 山 ) 「図版第 4図 -1,2 」

第 5項古田報文にゆす りたい。

金蔵山は, 金戸島とも呼はれる大手浜は, 江戸時代島原の花街かここにあり, この渡し舟賃か

2分てあったため,2 分渡 "こふんと)といったということを, 報者はかつて古老に聞いたこと

かあ った。

なお附記したいことは,地名の「金」文字て, 当地方の多くの鉄道跡間係地名に,類似の「金」
。1 1

宇地名か多く,近 くには第 2 図 - 2 にみるように ,風呂屋 ]か堀町の東側にある。風呂屋の集

まった町てあった訳てなく, 西有家町の製鉄遺跡の横を流れるのか 「フロ」=」て,砂鉄の水洗い

と関係かあり, 当山一-ても鉄序か出土 ,杉谷の鍛冶職 , か砂鉄をこの地より採取したとのことも
　　　　

あり, 製鉄とのF幻係かあったように考えられるか, 確たる資料か今のところ得られてない。

D. 石干見 (すくい) 「第 1図8地点及ひ写真図参照」
"」≧;

A項て者丁ふれたか,遺跡地に近接した列石造構てあり, 有明海沿岸地区報告によれは,施設

の内容 , 態様 ,仕様 ,名称等速へられてないか, 附随する多くの名称は ,東南アシア方面からの

ものとみられる多くの譜か混在し,( 例えはオロクチ「水門」, ドンク「一種の神雛て祭石」等)
　　

この種の存料は東南アソヤ, 五島列島 , 有明海沿岸等てみられ , 陸上では神権石等となり, 同一

積怯と構造てあることは, 古代航海文化との関係から,今後特に注意されなけれはならない。

註 解

15 板倉氏の島原築城は元和 9年「1623」から,7 ヶ年の歳月を要 し, 浜の城 , 寺中城 ,原城 , 深江城等

の石垣を利用 した。松浦市ニケの話;の防畳 (元冠の頃のもの)と積み方に類似点か多い。

16 承久 3年 (1221)後鳥羽ト皇か北条義時を討たんとした謀議に参画した藤原光親のこr,父の罪に連座

して承久 3年 7月12日鎮西に流された。

17 高来島 (たくしま), 度島 (たくしま)等古書や, 中国書「日木考」等にみえているか,有馬 (間)島は,

度島の「まくら詞」か。しまはるの話すの「まくら詞」かとも考えられるふしもあり,古代地名考上今

後万葉集等を千かかりとして考研の必要かあろう。

18 愛野 m]と森山町の境。古田「合序地峡」島原鉄道株 会社 ,S.31-9

山崎光夫「/41積世 (新石器時代)における大陸交通と諌早地峡並ひに愛陣地峡」九州大学教養学部地学

研究報告第 5 号,1958 2

19 「大 仏輪」11月号 ,S.55-11-1 刊所載 チ ャンテー , スクウ参照

古図に記載はなく,寛政地変後のものとみられるか,積怯の伝承は注意されよう。

20 ここては何等遺物資料もなく,防波堤資料をここに適用することもははかられるのて,不明遺構と
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してお く。

21 古田「製鉄遺構を伴った小原下 遺跡調査報告」百人委員会埋蔵文化財報告弟 9集 ,S.54M6

所収第3表

22 現地の火山灰士 (上表上) ては約平均 7% の砂鉄か包含している。

23 長崎県教育委員会「有明海沿岸地区の民俗」長崎県文化財調査報告書第11集 ,S.47-3

24 鏡山猛他「おっほ山神龍石」佐賀県文化財調査報告書,1965, 木報ては山城説を決定つけたものて

あ り, 朝鮮 との関係 を一義とされてきたか , 島原半島を初め長崎県関係のこの種のものか紹介されて

ないため , ここては単に南方との関係のみを示唆 しておくに止めてお く。石十見には必す 3 ヶ所のオ

ロクチ (水門) かあり,島原半島有明町湯仏には,最近まて石千見の積みかえを生業とした技法の所

持者か生存 している。
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3. 各 トレンチ の状 況 (第 1,4 図,図版第26図)

1 トレンチ (第 1回 , 第 4図 -1,2)

1 トレンチは , 中 2111, 長 さ 5m を 1区分 とした , それそれ 1 よ り12まて とし, 各区は , 略 巾

2m, 長さ 2 5m, 深さ約 15m 前後まて発掘 し, 中には 2111に及ふ深さまて掘 り下げたものも

あ る。

発掘面積は60話に及ふか ,各 トレンチの素材＼的層庁は ,1 層は暗褐色砂士の表土,2 層は黄褐

色砂十層 ,3 層は-哨灰色砂層 ,4 層はー暗茶褐色砂層てあるか, 月線形成の時間差によって小磯層

か湿 り合 い , い うなれ は トレンチ一つ一つか異なる有様て , 例 えは l t -3 の如 きは ,3 層 ~5

層 に *--1一塊 ), 灰色 火山灰 士の含む層か人 った り, 赤褐色の小磯 i-苦iか入 る状態て , いすれの トレ
ー≧5

ンチを見ても, 包含選物からみて近世以後の形成て, 発掘出来る可能な深さまては,層の形成の
。12f)

変化 はあ ったか , 近 阻の ものはか りてあった。

2 トレンチ (第 1図 , 第 4図 -2 ,3)

2 トレンチも,1 トレノテ同様中 21・・, 長 さ 5m 区画 を12とし, 別 に 3nf を ,安定 2 トレンチ 13

とし, この トレンチも約 60nf の試掘 を実施 した。

2 トレンチの地層i~4月′の基本は,1 層暗黒色砂層 ,2 層黒褐色砂層 ,3 層灰色機梶層 ,4 層黒

褐色石引pii,5 層小撲層 ,6 軽石楽層 ,7 層褐色砂層 ,8 層小磯層 てあるか ,2 t -4,2 t -5 て

みるように,8 層まて明治期の磁器か包含し,近世‐というより, 最近の形成層庁とさえいい得る

状態てあ 「た。

3 トレンチ (第 1図 , 第 4図 -3)

3 トレンチは ,2 トレンチに クロスした ものて , 約 25nf の面積 を発掘 したか , 層庁の形成は ,

2 トレンチと変わ ることばなかった。

特に 3 t‐M5 は ,2 t -4 ,5 と類似 した進物の包含 をみた。

4 トレンチ (第 1図 , 第 4図 -4)

4 トレンチも前者同様の1メ:画の 5つを試掘 , その全面積は約25雨てある。

4 トレンチは ,1 トレンチに クロスしたものて ,′~母子の形成は 4 t -1 のみか ,lk 弄るこ若 rの

貝殻を妃人する, 薄い砂層か乗るものの, その他は 1 トレンチ同様てある。

5 トレンチ (第 1図 , 第 4図 -4)

5 トレンチは ,1 トレンチ と Fr 状 になるような形 て ,l tの南の旧農道上の小高い (20~30

cm高 ) 」地に設定 した。 3 トレンチのiE当り字は,1 層は暗黒1色砂層 ,2 層は禍色相粒砂層 ,3 層は

白灰色砂塵;,4 層iは褐色砂 -1層 ,(1ト1道路上面層かも知れないという窓かもたれた)この トレンチ

ては ,5 t -1,5 t L2 の ,3 ,4 層に側片 , 陶器等 ,d 一戸後期 の進物 を含み , 多分にこの ト

レノチの 3~4 層は, 寛政地変時の形成層かとも判断てきる状態てあ )た。

6 トレンチ (第 1図 , 第 4図 -5)

6 トレンチは ,7 屈 まて最近の カラスひんの破片か包含 して , 最近 の形成砂丘地てあった。
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6 トレンチは , 旧防波堤基部砂丘上に ,安定 ,5 話の試掘,を行 なったか ,i~好子は ,1,4 ,6 ,

8,10 の各層は灰色砂屑て ,2 層は暗褐色砂塵;,3 層は泥磯砂 iデー,5,7,9 の各層は , 小破かi

てあ った。 うち ,1,2 層は風成層 らしく,3if 導以ートか海波政の層 とみ られたか , 各層の包含物

は上記の とお りてある。

註 解

25 2m 以上の深さては潮水の湧出かあり, 大潮 = , あるいは満潮時には40cmイすのず采さて潮か人 ;)発掘

困難な状態てあった。

26 (「戸後期半半頃より己tいものはない。

第 5図 大手浜道跡全景 (一- o下続き)

(計 )J の左は南 , それより右に廻る。 「南- 南西- 西 - 北匹T」
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4. 遺 物 (図版第 5図~ 第16図,図版第27図)

　　　

大手浜の遺物については,従来部分的な報告かあり,特に注意しておきたいことは, 上師器に
一 8--1

圧痕された網 目文土器の出土か知 られ ,更に改めて述へなげれはならないことは ,縄文土器の採

集か新たに加わったことてある。その様相は, 多分に三会下町 {毎中干潟文化の後 ,晩期のものと

類似 していることてあるか,523 等は,舟元式系二ト器てあるか,曾畑式に属するものてあるか, 器

面摩滅か甚 た しく,197,278,304,372,422,423,559 等の土器同様 , 綱年上の俵定か 困 難 な

ことてあるか, とはいえ,縄文文化か相当期間, この地に断続かあっても, 存在した事実てある。
百に8-

184,563 の阿高式土器の採集 ,73 の如き鐘ケー崎式 , 419,528,555,563 の黒川式土器の採集に

よって , 両文化の存在 は確実 にされ ,73,197,278,304,372,422,423,559 ナ器は , 黒川式

第 6 図

弟 6図 発掘調合現場と背後の島原市街 (東よりぜLIに向かって)

ないしその平行期に比定てきるのてなかろぅか。石器は摩滅力ゞふもたしく, 又 ,述へる程の資料は

ない。先 史 , 原 史進物の , 数の ヒか らては , 遺跡の主休は ;ト師初期文化 てあ り,64,99 等の ,-I

E巾系祭犯土器は, そのほとんとか防波堤下部より出土し,多分防妓堤の構築と関係あるらしく,
pM(〕 。ko ,JJI

近くては H之江」ノ或, 守山城 , 南有馬町金比羅遺跡等て出土し, 古記 ,n 碑等によってヒ記の年代
一つ

か推定てきる。最近の報告例にみるこの種糸切底の土r--巨器は, 園田曲城跡ても知られている。

したかつて鎌倉時代 , あるいはそれ以前の構築とすれば,別記の古歌とも符合するものかある。

246は土師系赤褐色の小玉て,l t -10,4 層 J-""より出土したものたか, 多分土鈴の鈴玉かと
　　　 　　　　

みられ ,1 鈴は ,長崎県内ては深堀遺跡より出土例かあり, 仲田畷遺跡等との, 祭副関係か猛島
。お5

神社祭肥と関係をもつ , 奈良~ 室町期頃に比定てきるものかも知れない。323,533 は, 黒灰色の

瓦器て, 上記 -田中祭記土器と平行する文化の所産とみられよう。

3 ,242,248,257,472,572,537 は土錘 て ,rf」世以降の ものて , 各時代 も区 々てある。
,,lib

A27,550 は -L師器て ,製塩二1」器の脚 か ともみ られ る。類似するものに 510かあるか ,これは陶
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器で ,製塩上器と関係を持つか , ホーロク (培熔 ) 雪の特千か不明。 (一斉後期より奈良, 平安

朝期の盤の把手もある。)類似品は,同市杉谷地区からも出土例かあり,(報者保)後者に比定され

る可能性か強いかも知れない。 (五徳の足とも考えることかてき,鳥取県米子市福市道勘・て飛鳥

時代 のもの とみ られ るものの出土かある。一 考古学 シャーナノレ÷13,1967 一 10, 考 占ニュー ス)

A32 は刀の鍔の破片て,刀剣金具はこの他にも出土し, 猛島神社に対する奉献物か , ある時代
,,お7

急激な地変に会い , 流失したものの残存物かも知れず , この地より2個の丁銀も採集されている。

A30,181,200 は須恵器乃至須恵質の焼き物て, 古式のものは含まれていない。 376(2 t -

10,5 届出土 491(5 t -5,4 層出土),501(6 t 9層出土),508( 左同),509( 左同) は

筑後瓦で,対岸よりの移入品かある。

陶器,磁器 , ガラス器, これ等は近世から現代物て,述へる必要かなかろう。 (陶器 ,磁器は

県内の波佐見 ,佐賀県の唐津物と, 若干の伊万里物か入っている。)

210は石製の紡錘車とみられるか ,文化的背景は不明てある。

図版第27図 ,写真図 1図の329は不定形石器とみられ ,一般にいわれる双肩状石器てはなく,三

会下町海中干潟に類例か多い。

第 7 図

第7図 金戸山 (金蔵山)全景 (南西より)
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註 解

27 白む出 6,10, 古田「縄文文化期に現われる布痕土器」のとり文化 12,S.35-9

28-1 本土ての土師器の組織辰土器は知 られているか , 九州ては少ない。鏡山猛 「原生期の織物÷九

州 の組織 痕上器 を Lh心 に (た・中 ・下 )」 史個 84,86,89,S.36-5~38-1

一-E1i「組織文十器と縄文晩期の文化航路」島原史学会第 1回総会発表要旨 S.37 一 5

28-2 田中幸夫 「ヒ九州の縄文土器」考古亨雑誌26-7 ,S.11,

杉山方栄男 「筑前鰹ケ崎の縄文土器」考 ,? 5 -4 ,S.9

29 北有馬町所在,近藤古寺氏巡視報告,ヰ仮名象側図保

30 丸妻 lr],昭和55年IUi, 古田安弘氏と町史資料集収中採集

31 丑i古跡、内より他遺物と共に出土,酢尖な年f を推定てきる状態てあった。前出5

32 霧吹雄 「岡田浦城跡出 LL 器について」響く周の明20号 ,1980 一12一15

33 長崎大デー玄亨部解剖学第 2教室「深堀追跡」人類学考古学研1ヲ℃報告弟 1号 1967,現物は長崎人亨

保管

　　　　　　　

35 古田 「一-代祭只」のとり文化21,S 40-9 ・r女期のものとしで宮城県刈田郡蔵」 11日久附地 ,

「考古学 / ャーナ ル 」考 古ニ ュー ス ,5HJ,197() … 12, 奈良町代 の もの と して , 愛知 県尾西市起 の橘

川川床 ,「鰐一言 ノ→ - ナ ル」 13,1967 一 10, 老一に コー ス

36 台 jおこA を附 したものは , 報告か S.31,32 そ日こ採集 し, その中て (猛 ) とあるものは , 猛鳥神社

に贈呈 し,ー「ii社に保管されているものてある。

37 1個は報者か採集,現在材・灰院長 林敏倍氏保, 他の 1個は片田1の漁師か採集保管されている。

5. 遠見番所と島原教会について (図版第29図)
1)ノ)二Lかね

1 諸越舟と島原の浦

導き出てて 猶またしばし島原に ,煮越」キーの,鐘を行っらむ

藤原光親は,ノ兵久の乱 (1220)に連座 して , 幕府力に斬られたか , その千光俊も×,父の罪によ

り鎮西の国に流 された。配流え さは , 西 1-gの何処てあるか , は っき りしない。

材、銃古氏は多分,島原てはなか )たかと,推定されている。この歌は, 光俊か「島」と題し作っ

た歌 として,「新撰六帖」に収められている。鳥というのは, 松島のことと思うか, 光俊のいう島

原か島原とすれは ,「,島原」という地名か,鎌倉時代すてに使用されている。大手浜の砂捌か, 持
つL くち

の嘘のように「血路口」を作 り,東南部には松島かあって, 内部に港かあり, 島原の倦は, 恐ら

くBさくし港としての役割を備えていたのてはあるまいか。

諸越舟 (もろこしふね ) とは ,店土船のことて, 当時 , 寸1同の舟か , 島原の倦に常時山人 りし

て い る。

平安末期 ,太宰少ス‘こな )たIP浮遊茎は, 特に ,宋貿易にブ」をriき, 博多 ,瀬戸内海航路を重視
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したか, 一面に又 , 有明海に関心を示 し, 九州土家との密接な関係は, この時代に始まったもの

と思われ る。

有馬氏は, 建保年間 (1212~1216) に , 島原半島に上陸 したことになっているか, その出川 に

ついては疑問か多い。有馬氏は , 古代の寿んゑ上集団の氏族て, 島原半島札地の-七家てはなかったと

いう見方か強い。特に平氏との関係か深く,鎌倉時代 , すてに平姓を使用している。鎌倉御家人,

越巾氏,安富氏との所領争いか多く「串山郷」「深江〃-行」の件は,「吾妻鑑」「深江文書」に記されて

いる通 り 。

有馬氏か,航海集団の水軍とか , 又海賊等と卦Fは もるのは, 有明海や , 野周半島の俺の要所 ,

要所に補給基地を置き, 海の豪族としての海運を行 )ているからてあろう。

] ノ津倦の , 古名 を 「越巣倦」 と言 った。その Li之岸の港 を中心に , 有馬氏は , 串山 , 深江一,

島原の慾に拠点を置いている。

深江のr耀こは, 操 (「氏 (有馬彦五郎), 島原には ,有馬経純の末弟島原殿 (純尚) を送り, そ

の港を管理 している。島原の滴は, 平安末期から, 土豪有馬氏の勢力圏内にあったものてあろう。

古代 , 中世を通 し, 大和朝廷は, 朝鮮 ,「ト圏との対外交易にブ」をよいたか, 常に活写-トルー トは

北九州か表玄閉てあり, 有明海は, 九州の中心に位置 したものの, 裏玄関として忘れられかちて

あった。それ たけに又 , 変幻 自在 の居犀崖の海てはなか ったか。

島原半島は古代から, 中世, 近世にかけて, 東南アシア,ーh国, 朝鮮 との頻繁な父ず歩かあって

いる。その航海民の文化遺産か , 各地に豊富に残っているのに驚かされる。

r越族 は , 竜 を トーテムとして , あ らわれ る。」江南の水は , 束支郡 山 を沿岸沿いに , 交流 し,

山東省から- 衣ぞi k, 西醇J朝鮮 ,対馬の海峡に出て , 海流を利用すると, 自然とプし州に人る。交

易者にとって,LI 本は魅力に位,んたところてあり, 至る所 , 良港あり, 気候は温暖て物資に唇-,ん

ていた。朝鮮半島に比へ魅ブノかあった と, 考古学者てあり, 民族学者てある, 国分直一氏は

「東 アシアの古代文化」の一‐[て , こんな風 に云ってお られ る。

島原半島の各地に散在する之T代遺跡から,i 記の説を裏つけする幾多の報告古か提出されてい

Z 。

「島原の浦」は, 古代交易の, 申要な,航海ルー トの要倖てあったろうと推察される。

さりげない路上一の道祖神や , 荒廃 した神社キキ院 , 小n-=塵;の石造物や ,忘れ去られた習俗の中に

航海民のもつ竜神 , 蛇信仰等の名残 りか, ありのままの姿, 又 , 隠 し等の様式て, 今 ] まて伝 )

っている。特に市内ては , 三会 , 杉谷 , 埋没 しなかった旧市内の石造物 (竜神 , 猿石 , 猿 昭彦 ,

稲荷 ) に , その影響は顕著てある。今 F1,島原地方ては,神に仕える神職を増ヒトン」(ソャートン)と洋F

ひ, 祈祷師を1伯竜さん」と言っている。「寛政地変」の報告書を幕府に提出した, 天野銀左衛門の

資料によると, 市内には, 昔 「高麗小路」 「自営「小路」「タンゴシュウソ)かあったと記され ,

r高麗小路」は, 今 日の水頭通 り,「丹宮小路」は中堀町 , 三勇堂附近と指定する。 「丹官」とは

中国 T代の高位高官の意て, 古代 , 中世を通 し, 島原は , 朝鮮 , 中国との深い関係にあったこと

か証明される。
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2. 松 島 と 大 手 浜 (第 2図 -2)

「地図によると, 大手浜の岬一帯はず南端か霊立公園の高 ン山に続き,( 現在金蔵山と高ン山の

間は切断され , その間を汐か出入 りしている。)烏山台地 (ーロ専売局 ,現在島鉄バス駐車場) と延

ひて鷹島の突端を抱 くような地形てあった。又 , その一帯を「天 ノ島」と呼んたとあるか, その

地名は寛永15年切支丹乱後の命名てはなかったか, 松島は大手供の尖端 , 南端の{捌こ菩形に横た

わ って , 島 と岬の間 を , 島原 の満 と言 っていた。

寛政地変のため, 捲は埋没して,地続きになり, 陸地化 して,往古の面影はすっかり失 くなっ

た, 松島の遺構は, 資料や古地図によって, 島の輪郭は, ほほ把握出来たと思うか,( 地形変化

図参照) ネた充分とはいえない。

完全な図上作成は, 後 ロにまつとして o

天野銀を衛門によると, 松島は,西北端の弁天山か高く,西南 ,八天山 ,南端 ,iH竹山と続いてい

た。今「1ては, 高地は削りとられ , 建物かたてこんて, 昔をしのふ面影はない。 大師卓 (弁

天町側 ) の坂道を登ると,右手 ,高台に弁財天の小河かある。その一帯は旧宗像神社のネ中域てあ

る。今 H, 町名を弁天町というのも, この弁財天の由来に起囚するものてあろう。弁財天は島の

高地に祭られる。 (([の島弁天 , 浜名畑弁天島 ,琵琶湖竹生島)

弁天山には自営か群棲 していた。‘毎岸は絶壁て, 海水は深い ,弁天山の周辺の稜線は , 南東に

続いて,( 家政学校台地) それから, 島原鉄道の創設者植木九大郎氏の旧宅 「船山荘」へと続く。

その台地の尖端は, 島鉄敷設の際 ,崩され , 十砂の大半は,笠南地区造成地と化したという。島

の南端 ,川竹山一帯は,高J地の大半か削りとられている。そして, その台地には,妙見苔蔭のお

堂と, その脇に八大竜王の碑か建っている。それから台地は, 坂上 , キチン山 (浦田上) に連ら

なり, 西端は , 八夫山へ続いたと思われるか,現在はすっかり変貌して,複雑な町の様相を呈し

て い る。

霊立公園の南端の高地に, 「椿綾園」という神社かある。この神社はもともと,松島の一角に

鎮座ましていたのてはないか。

植木元太郎氏邸の「船山荘」の登 りu に, 「川龍」と刻んた雄頑な書休の巨石か, とっかり座

っている。 -トー松島地区のm」並の所々に「八大竜王」の碑かひっそり建っているか, 松島は緑 した

たる松を依代とした「神の宿る島 竜の潜み住む島」てはなかったか。

3 島原教会について

有馬義貞の要請に基づき, ルイス, テ, アルメイタは, 有馬氏を訪ね , 安徳に立ち寄 り, 島原

純茂を訪ねたのは, 永禄六鱒二 (1563) のことてある。#屯茂はキリスト教に対 し, 関心か強く,仏

教徒の反抗の中にあって , アルメイタを手厚くもてなし,教会設立のため,敷地を与え,便宜を

図 ったのは , 同年 6 月のことてあった。その敷地 と教会跡 は , 従来 , 弁天山一帯 といわれ , すて

に定説化 している。

先般 , 出版された, フロイスの 「=ネ史」九巻 (中央公論札版 )P80 に ,( 註 12)

「島原の町は, 寛政 4年のいわゆる「島原大変」の火山爆発によって大きく変わったか, 寛政
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地変前の島原の古地図か , 島原に残っていて,「FI本史」の二つの個所の表現 , 文意か明らかてな

いように思われるか, 地変前の古地図に比へるとよく合致 し, 教会の地所か, 「現在の弁天山て

あることか , 明白てある 。」

「即ち,昔の島原港内の城 ,東の北側からの字状にまれ甲と島か突出していたのてある。弁天山は, 島

原純豊の居城 , 浜の城と相対 して , 島原倦の一大美観を呈していた。弁天山は, 市役所 ,ーも約七

百米の地点にある。 」と記され ,教会跡の地所は, 「現在の弁天山」てあることか明白てある

と, 松田毅- 博士は断定されているが,

私は従来の弁天山説には不本意て,合点かいかない。松田博士訳 「ロ本史」の問題個所を抽出

す ると,

「同し年 (永禄 6年 )6 月 7 R, 修道士は島原に帰った ' 。彼らに教会を建てるための地

所としての, その地に於ける最良の一つを与えたか , そこは仏教徒たちかいる所から,遠 く離れ

ており,以前には城かあった所て ,( この時も) なお地名を留めていた。この場所は町外れにあ

って , しか も殆ん と真 ン中にある。 とい うのは , 椿は二つの半 月形 をしてお り, この地所は , 真

ン中の端にあって , 殆 ん とぼけに囲まれているか らてある 。

さらに殿は , 美 しい材木て , この町の中央から殆んと教会の人口に達する橋を構築 した。キリ

シタン達は, 満潮 =寺, 教会に行こうとすると, 水の中を歩行せねはならなかったから ・」。

上記の文章を読んて ,翻訳文として ,外人特有の読みづらさはあるか, フロイスの島原の地形

に対する認識は深い。 実に明細にして ,IE鶏 をえた叙景文てあると思われる。

従来 ,「浜の城」は, 旧ニ小跡といわれているか, 浜の城は, 町の中央部 ,新本 , 風呂屋丁 ,御

舟倉長屋一帯にかけて位置していたらしく, 堀町は外壕の役目を果たしていたようた。その外畔

遺構らしい石垣か , 海南荘 ,富重旅館の下通 りの一角に,僅かに面影を残 している。鷹島の岬か

町のけ1心点て ,め 状の尖端になるらしい。

当時 , 浜の城を中心にして,外城に, 北はョ中城 (三会), 西は丸尾城 (本光寺), 南は今村の

砦てあるから, 当然 , 南は, 海を越えて, 大手仮の地続き, 鳥山一帯に想定せねはならない。

「R本史」によると, 教会の敷地は以前城かあったところて , なお城の地名を留めていると記

されている。又 , 烏山には, 地変前の古地図に「井楼小屋」という城郭用語に関係のある地名か

記載されている。 「井楼」とは, 本材を横に, 井桁に重ね合せ , 隅部において , 材を互いに組み

合せた建築構造て , 多分港内の , 船の見張り等に使用された核てはなかったか。しかも, その地
まわり

所は, 町から全 くはなれて, 周囲は海にかこまれ , 町の真ン中に位置しているようた。文中に

「島」たとは, 決して記されてない (弁天山は島 )。烏山一帯の地形に, そっくり条件か適合してい

る。又古地図には「天 ノ島」と記載かあるか , 前述の通 り, この地名は教会設立後 , 呼び慣らさ

ォた地名てあろう。

夫とは 「テウス」の意か, この烏山一帯は, 現在 , 旧専売局跡 , 島鉄ハス駐車場から, 金蔵山

一帯まてを比定する。

鷹島をはさんて, 南側に白土川 , 北側に大手川か流れている。今 日,鷹島の岸辺に立つと,千
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潮 =おま汐か全 く;f▲いて , 対岸 まて歩いて渡れそ うてある。ま して当時 , 白土川 はなか った。橋は

簡単に架けられたと厄、ぅ。それに比へ, 天野銀左衛門の報告によれは, 弁天山は松島- の高い山,

海岸線は絶対をなし, その十, 海水は深い。架橋すること自体 , 容易てはなかった。まして山一

帯か宗像神社の神域てある。

永禄 6年は , キリスト教か島原半島に入 りこんた初年の年て, フロイスの 「トーホ史」にもある

ように,仏教徒の抗争か火蓋を切るうとする情勢 ト, 領主純茂は , みすみす争乱を引き起

こす無暴さは考えなかった筈。

X 同時代の伊勢樟「宮文害に,神臨御使,宮後三頭大夫の「肥前地方の旦那方(在地領主)」の記

録かある。当 =if,島原 半島の領主は , 国土有馬氏にな らって , 一面てはキ リス ト教 を導 き , 又 -

直ーては伊勢ネ車山の大麻を受けて, 多額の金子を寄進 している。

そのノム滴たろや , 誠 に複雑てある。

私はこのような視点から, 島原弁沌茂か与えた教会の地所は, 大手浜地続き, 烏山一帯から, 金

蔵山附近まてと推定する。

4, 遠見番所について

文化 5年 (1808) 英国軍艦フェー トン号の長崎入倦に端を発し, その責を負い ,松平図書守康

美は白刃 , 弘化 24-1845) には, 米 1ェ1軍艦か通商を求めてfill賀に来航 ,俄かに諸外国との交ず歩か

さわかし〈なったりして, 幕府は,rrf序ヱや , 観音崎に台場を築いた。そして,ラム化 4年 (1847)

又席永 2年 (1849) に , 諸大名に令し,領内の海岸の地形や , 防禦施設について, 緊老け授各をさ

せ , 沿岸警備を敵中にし, 砲るf寸の訓練と, 台場を構築させた。遠見番所や , 台場の歴史は, 旧藩

時代の末期項て , 歴史としては新 しいか , わか長崎県の場合は,天領長崎港か, 鎖国の窓 nて,

オランタや , 中国 との交易かあっ /こりして , 特殊 な斗~ 兄ドにあった。

南蛮交易明細記 (き,川弘文館発行 ) における野母遠見番 , ならひに,蜂火山の条に , 「寛永15

年 , 榊原飛弾寺 , 馬場三郎左衛円か ,長崎奉行の時 ,松平伊豆守か,2 月島原帰陣の際 ,長崎に

立ち寄 り, 椿の要一を巡視 した 外国船か人慾の時 , 偽の外から見届けて, 報告をさせ ,突然の

来航の場合は蜂火を挙げ ,(1 戸まて, 次々に合図をするための場所を検討し, 野母崎から海中何

の「扉まもなく, 見通 してあるから,速見番を立て, 疑わしい船を発見したら, 直ちに長崎オイテに

通報させた。

寛永18fr(1641) に出島を設け,新に入港するオランタ船や ,リ1国船に備え,長崎港入口の最

抄く部に当たる戸田i( 天領 ) と対岸 , 西伯 (大村領 ) の両所に , それそれ ,r=il, 西伯番所を置い

た。このニっの番所を併せて, 千人番所と呼んた。千人近 くの者か勤務していたことによる名称

て あ る。

金蔵山の遠見番所については, 古山氏の報↑」にある通 り,遺構の基礎は占いか ,石士=の組み方

は, 年代的に古くない。地震や台風の現修築されたものてあろう。この遠見番所は,寛永15年以

降 ,長崎の遠兄番所と並行して ,築造されたものと推定する。寛政の地変前の11,地図に遠見器と
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記載 されてい るところか ら , 他落 に比へると , その歴史は古い。

天野銀左街門の記録によれは , 寛政地変の際 ,「速見番所流失」とあるか , 恐らく基礎は, その

まま遣って, 地変後 , その上に再ひ構築されたか , 又は台場施設の附随と共に修復 , 改築された

ものてあろう。何れにしても, 同し基盤の上に何回となく, 手か加えられたことは事実てある。

当該場所は, 島原浦の咽喉部に当たり, 古代 , 中世を通 して, 偽に出入する船舶の見張 り, 監視

には格好の場所てあった。この遠見番所には ,3 ヶ所の台場か附随して, 第 1台場は , 田=li海岸

供養碑附近 , 第 2台場は , 猛島神社』日毎浜ホテル附近 , 第 3台場は, 長浜明石旅館附近てあった。

その一帯 は , す っか り変貌 して , 台場の面影 は全 くない。金蔵山の番所 は , 写真の通 り, 石士=

は 3段組て, 台上に登る通路も, はっきりして,全然破壊されていない。監視の場所は, 有明海

を真向いにし,東南北か一望に見渡される台上の前面部て, その背後は 1段低 くなっている。周

辺部に基礎右か残っているのは建物の跡と思われる。3問・真ソ角の小舎と思われる, 警備員の詰

所か ,又は各台場への指令所てはなかったか。 ?

北面の一角か破壊されているか , これは, 戦後の頃 , 大阪禁なる者か, 埋蔵物発掘のため,掘

削った跡とか, その場所以外は整然とした遺構てある。全国の遠見番所や台場か ,宅地造成や ,

整地のため,殆んと破壊されて姿を消したか,金蔵山遠見番所は,規模年代においても遠見番所

として稀少価値かあり,歴史的に意義かあるのて , その保存取扱いには, 細心の配意と配唐か望

ましい と思 う。

(古 田 安 弘)

参考図書

「1 木 史 フロイス 9 ,10 巻 松田 毅一 中央公論社

日木城郭大系 17巻 長 崎 編 新人物御来社
新長崎年表 上 長崎文献社
島原半島史 上下 林 銃古

華蛮交易明細記 古川弘文館
質死の長崎奉行 戸部新 i-郎 新人物往来社

FI木文化とその周辺 国分直一博士記念論文

築城の歴史 小 学館
伊勢神宮文書 田後三頭太夫

寛政地変報告 天野銀左衛門

寛政地変前』地図
に
耀 蔵

6. 猿 石 (島原の雨所在資料の- っとして) 「第 8, 第 9図」

ここにいう猿石は,韓国全羅北道益山郡金馬面箕陽里弓頒勘寺や,奈良県明トー杏村欽明陵附近て

掘 り出され , いま古備ー姫王陵に所在する。従来猿石 と呼ばれてきたものの中ても, 陽根を杓っ猿

形石像物との , 類似性から呼ふものて, 製作年代の同時性とか,平行文化性から, あえて石像物

を呼べはという意味てはない。
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島原市の猿石は, 島原市片町 (IR三会町) の新田潔氏宅地内に祭られていたものを,柚木伸一 ,

古田安弘の両氏によって注意されたものて ,約40年程前 ,宅地造政時出土したものといわれ ,寛

政地変 (寛政 4年 ,1792, 肩山の崩壊陥没) にあって理土したものらしく,石材は島原オンシャ
言F38

クと呼はれる,新期安山岩て,恐らくd戸前期頃の作と判断され,所在地の立地条件を考えれは

大手川の下流月lnの附近 ,即ち今大手浜と呼はれる地区の,近接 Lたとこかに島原の浦 (港) か

あったとすれは, まさに港より山に向う入 り口に当たる訳て, この類例は, 有家町の石像物か IFI

/ ＼

//
◎

第 8図 島原猿石写真 第 9図 島原ろ良孝-失測図

　　　

有家港を基点として,高岩山に向う登頂道筋に配置されている例かあり島原の滴の所在を知る資

州 として fT目すへ きてあろ う。

この種のものは,対岸熊木県玉名郡木の葉に (現玉名市内) 「木の葉猿」として伝えられてお
。ldo

り,郷土玩具としては ,和歌山県 R 組一千瓦猿かある。雌猿形ては,埼玉県北足立郡箕田村三ッ
-,141

ネ山王様の不猿かあり, こJ らの石像は,益山や 1リiH香のものと何ら変わるものてはなく, 異と

するところは製作年代 と背景文化の差てある。ここては猿石を論ずるものてないか ,東南アシア

に発生した生産文化の ,伝播文化の- 変化形てあるか ,航海人によって持ちこまれた証として,
　　　

倦を基点として発生 した, 山岳信仰はここても生き続け, その側面として語るものは,航海集団

と椿の関係て, 大丁浜遺跡も, 島原のず市との関連において考えるべき, 示唆を与えずにはおかな

い ものてあろ う。

註 解

38 石材の表面風化と作風を考慮して

39 有家町教育委員会「有家町内における文化財の分布調舎」有家1lr]の文化財報告第 1集 S.55 一3

40 木彫て江戸期末まて護付 として作 られていた。一名番の葉猿 ともいうという

41 西岡秀雄 「性神大成」 1956一11

42 発生の基幹は , 海J における己の所在を知ることてあったか , 高山に神の存在を確信することによ

って常に神の視界の LPにあって , その加護を得る信仰にあった。後には全 く農耕生産信仰 と結ひつい
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てしまう

7, ま と め

本調査の概要は,述べたような経過と状侃てあった。発掘調査地は ,原始 ,原史あるいは中世

以前といった ,追跡 ,遺構 ,又は包含層といった生活面をみることはてきす ,( 防波堤・逸見番

所跡は別 として) 地層形放吟若干の流入物はあったか,遺跡地という現実性とは精ひつかないも

のて ,遺物についても略述 した。然し問題点かなくなかった訳てなく,地学的 , 防災学的 , 波浪

工学的については,多くの教訓を含み , 部分的には以前も指摘 したか , 今後この地住民の,生活

との関わ りあいの -Lて , 深 く考 えなければな らない問題てある。

特に経済成長という=玄惑的詔を巧みに利用 ,] 地の投機行為を画策し,更にこれに便来 して ,

L-地造成 を計る一部の人々のあることば , その結果かいかなる災害の引 き金 とたるかは ,L 工いの

必須認識てある。

古代人の知恵、と調合結果は , 如久にこの自然に対する現矢文i応と,歴史を,1田川的空間をもっ

て教えてくれた

埋蔵文化財の調査の『ftーては, 期行した程の成果は得られなかったか, この地には , 歴史年代は

降るとしても中田後半の防波堤 ,【i戸期中葉以降の遠見番所という,二つの遺構かある。行政は

この遺構から学ひとるもの ,‘白川的 ,歴史的位置付け等 , 何等かの形て後世に伝える処置を, 議

し )れ ることを期待 したい。

- 27 -





図 版

















第
4
図

-1
金

戸
山

(金
蔵

山
)実

測
図

ト
)(

/
　

/ も
30
m

oo
。

　
　

　
　　

　
ぎ

0
1-
.

　
　

　
　 　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

0o
d

b
○

Qo
og
b

が
D

×
36
6m

g
爪

′

　
　
　

　

」 、
,

』 十 , ▲ < 十 1 1 ー d 丁 」 /
ノ
」

ロ
ー

〃

　
　

　

?
/1
′

　
　

　









そぎ『多 」
′′
/

　
　　
　
　
　

　
　

襲
壕
′f
＼
1

′/

　　　
,/ 「′
　 　 　　

＼′
f
ぬ
日

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　

大手'1、

巽き端粛
の
1
図
寸
斌

　 　 　　

図 rと

ー
」

ご「

　　
白水川

　　

テ熟も
‐ノスリ市島

7
白
山

」r

、

// ′

九 1ノし島 ＼“}も/

- 41 -



き ,

　
　

　

5図
昭
和

31
,3
2
年
採
集
土
器
実
測
図

: ＼ ＼

　 　 　
灘 塀

　 　
総

.4
O1

5
,p
cm

/ ′



第 6図 昭和31,32年採集土器実測図
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第 7図 昭和31,32年採集遺物実測図
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上 金P 島 (片田]新田より)

「「1 2 tよりみた金戸山

下 第 1図 8 「魚見 (ちくい)

第 18 図

下 大潮一時,潮を受ける大千浜遺跡

第 19 図

- 56 -

上 道跡地の風致地区指定の立札

中 大潮時 , トレンチに潮か人る (l t -3)



第 20 凶 第 21 図

=」防波堤 (西より東に向かって写す) 旧防彼堤の状況 (いすれも西から東に向かって写す)
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第 22 園 山防波堤の状況 (上左は防彼堤南側 ,-L 右は北側 ,r 上図はいすれも西から東に向か )て」)

下は北側「東より西に向かってー)
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北側の捨石の状況

同北側の基礎積の状尻

基礎上の不貞石か除去された状況

第 23 図 ーLI防波堤

下 命ア1山南西隅より対岸に橋かあった

といわれるその礎石 とみられるひく仇

第 24 図 金戸山煮
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上 金戸山南側石垣の状況

中 金戸山西側石垣崩壊の状況



上 金戸山東側の二重石垣

中 命戸山北側の登坂の状況

下 金戸山西南=鰯こみる積み上げの、伏す兄

弟 25 図 金戸山の石絹 『 60 -
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第 26図 -3 第26図 4

滋総画墓
ぬ j

上左 2 t -10(5 層 r部 瓦の出 L) 上 2 t-13

ま右 2 t -8(4 層 磁器 , 陶器 6 iモ劃 丸 , 陶器出土状況) 「f「 3 t -2

下左 2 t -4( 磁 器 出 十一大槌 ) -ト 3 t -5

ート4, 2 t -7(3 層下骨片と陶器の出工状況)

- 62 -



第 26図 -5 第 26図 -6
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第 27図 -9

轟
(中)

(下)

第 27 図 10 縄文土器表裏写真図 (左より73,278,27)
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-1 命戸山台上の地引石の状況

中 命戸山の登坂路

下 登坂路卜の路跡
第 28 図 令戸山関係写真図 -72 『
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{4) 八 天 山



　　　　　　 　 　　　 　　　 　　　　
　

　
　 　 　　　

　　 　 　　　 　　　　 　 　

旧) 弁 天 山

QI)-イ 蛇 信 仰 (杉谷大f嵩高)
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(10)烏山一報(7) 島原ノ雨

{8) 竜神石碑ー(浜田医院内)

QI)- ロ リ-と信 仰 (稲荷社 )
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